
副
詞
「
ま
さ
か
」
を
め
ぐ
っ
て

李

知

殷

一

は
じ
め
に

現
代
日
本
語
の
「
ま
さ
か
」
に
つ
い
て
、『
現
代
副
詞
用
法
辞
典
』（
二
〇

〇
四：

四
八
七)

に
は
「
可
能
性
が
非
常
に
低
い
と
い
う
判
断
を
表
し
、
後

ろ
に
打
消
し
や
否
定
の
表
現
を
伴
な
う
述
語
に
か
か
わ
る
修
飾
語
に
な
る
こ

と
が
多
い
」
と
記
述
し
、
次
の
よ
う
な
例
を
あ
げ
て
い
る
。

（
一
）
こ
ん
な
き
れ
い
な
夕
焼
け
な
ら
ま
さ
か
雨
も
な
い
も
ん
だ
。

（
二
）
ま
さ
か
春
子
が
一
位
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。

（
一
）
は
夕
焼
け
を
み
て
雨
が
降
る
可
能
性
が
低
い
と
判
断
す
る
、（
二
）

は
「
春
子
が
一
位
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
は
想
定
外
の
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
に
「
春
子
は
一
位
に
な
っ
た
」
と
い
う
意
味
で

あ
る
。

『
日
本
語
文
型
辞
典
』（
一
九
九
八：

五
三
六
）
に
も
「
文
末
に
否
定
表

現
を
伴
っ
て
、
そ
ん
な
こ
と
は
実
際
に
は
起
こ
ら
な
い
、
そ
ん
な
は
ず
は
な

い
と
打
ち
消
す
気
持
ち
を
表
す
」
と
定
義
し
て
お
り
、
次
の
よ
う
な
例
を
あ

げ
て
い
る
。

（
三
）
彼
に
は
何
度
も
念
を
押
し
て
お
い
た
か
ら
、
ま
さ
か
遅
れ
る
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
。

（
三
）
は
彼
が
遅
れ
な
い
よ
う
注
意
し
て
お
い
た
の
で
、「
遅
れ
る
」
は

ず
が
な
い
と
い
う
、
そ
う
な
る
可
能
性
が
低
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

「
ま
さ
か
〜
文
末
表
現
」
の
関
係
に
お
い
て
は
、（
一
）（
二
）
は
否
定
表

現
（「
な
い
」「
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」）、（
三
）
は
否
定
推
量
表
現
（「
な
い

だ
ろ
う
」）
と
呼
応
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
特
に
（
二
）
の
「
思
わ
な
か
っ

た
」
は
想
定
外
の
意
を
表
す
。

以
上
、
現
代
語
に
お
け
る
「
ま
さ
か
」
は
主
に
副
詞
と
し
て
「
あ
る
事
柄

に
つ
い
て
、
文
末
表
現
と
呼
応
関
係
を
も
ち
つ
つ
そ
の
可
能
性
を
否
定
・
否

定
推
量
す
る
」
ま
た
は
「
想
定
外
」
の
意
味
を
も
つ
と
ま
と
め
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
歴
史
的
過
程
を
み
て
み
る
と
、
ご
く
一
部
で
は
あ
る
も
の
の
、

現
代
語
の
「
ま
さ
か
」
と
違
っ
て
、文
末
に
断
定
表
現
が
く
る
も
の
が
あ
る
。
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「
ま
さ
か
」
に
助
詞
「
に
」
が
付
い
た
形
で
あ
る
が
、
断
定
文
に
使
わ
れ
て

い
る
。（
以
下
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩
波
書
店
）
を
「
大
系
」
と
略
す
）

（
四
）
初
瀬
路
「
サ
ア
ず
い
ぶ
ん
む
り
と
は
お
も
ひ
ゝ
せ
ん
が
、
一
ト
え
さ

ん
も
あ
の
よ
ふ
に
い
ゝ
す
か
ら
。」
文
里
「
あ
り
や
ア
三
年
も
こ
ふ

來
た
も
の
だ
か
ら
、
ま
さ
か
に
あ
い
そ
う
ぶ
り
だ
わ
な
。」
よ
し
の

「
な
ん
で
も
わ
た
く
し
ど
も
が
、
一
生
の
た
の
み
ざ
ん
す
。」

『
傾
城
買
二
筋
道
』（
大
系
・
一
七
九
八
年
頃
）

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
、
歴
史
的
観
点
を
視
野
に
入
れ
、「
ま

さ
か
」
の
歴
史
的
変
化
過
程
を
み
て
い
く
。
主
に
初
め
て
現
れ
て
か
ら
ど
の

よ
う
に
し
て
副
詞
的
な
性
質
を
獲
得
し
、
ど
の
よ
う
な
変
化
過
程
を
経
て
現

在
の
よ
う
に
、
否
定
・
否
定
推
量
表
現
と
呼
応
関
係
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た

の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
二
節
で
は
「
ま
さ
か
」
の
初
出
及
び
そ
の
流

れ
を
確
認
し
、
三
節
で
は
「
ま
さ
か
」
の
歴
史
的
変
化
過
程
を
追
い
、
最
後

の
四
節
で
ま
と
め
る
こ
と
に
す
る
。

二
「
ま
さ
か
」
の
初
出
及
び
そ
の
流
れ

「
ま
さ
か
」
の
初
出
は
八
世
紀
後
頃
の
『
万
葉
集
』
で
あ
る
。
左
の
全
例

の
「
ま
さ
か
」
は
『
万
葉
集
』
か
ら
の
も
の
で
、
万
葉
仮
名
表
記
（「
真
坂
」

「
麻
左
香
」「
麻
左
可
」）
が
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学

全
集
』（
小
学
館
、
以
下
『
新
全
集
』
と
略
す
）
の
『
万
葉
集
』
を
参
考
に

例
を
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

（
五
）
梓
弓
末
は
し
知
ら
ず
然
れ
ど
も
ま
さ
か
（
真
坂
）
は
君
に
寄
り
に
し

も
の
を
（
２９８５
）

（
六
）
し
ら
か
つ
く
木
綿
は
花
物
言
こ
そ
ば
何
時
の
ま
さ
か
（
麻
左
可
）
も

常
忘
ら
え
ね
（
２９９６
）

（
七
）
我
が
恋
は
ま
さ
か
（
麻
左
可
）
も
か
な
し
草
枕
多
胡
の
入
野
の
奥
も

か
な
し
も
（
３４０３
）

（
八
）
伊
香
保
ろ
の
沿
ひ
の
榛
原
ね
も
こ
ろ
に
奥
を
な
か
ね
そ
ま
さ
か
（
麻

左
可
）
し
良
か
ば
（
３４１０
）

（
九
）
梓
弓
末
は
寄
り
寝
む
の
ま
さ
か
（
麻
左
可
）
こ
そ
人
目
を
多
み
汝
を

端
に
置
け
れ
（
３４９０
）

（
一
〇
）
さ
百
合
花
ゆ
り
も
逢
は
む
と
思
へ
こ
そ
今
の
ま
さ
か
（
真
坂
）
も

愛
し
み
す
れ
（
４０８８
）

『
新
全
集
』
に
は
（
五
）
は
「
い
か
な
る
時
」、（
六
）〜（
一
〇
）
は
「
今

の
時
」
と
い
う
ふ
う
な
に
語
釈
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
日
本
国
語
大
辞

典
第
二
版
』（
二
〇
〇
二
、
以
下
『
日
国
』
と
略
す
）
の
説
明
を
借
り
る
と

「
目
前
の
時
。
さ
し
あ
た
っ
て
今
。
ま
さ
に
今
。
現
在
。
当
座
」
と
い
う
意

味
で
、
名
詞
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
ま
さ
か
」
の
初
出
当
初
は

「
今
・
現
在
」
と
い
っ
た
意
味
を
も
ち
、
場
合
に
よ
っ
て
「
ど
ん
な
時
」
と

い
っ
た
不
定
の
時
期
を
表
す
と
さ
れ
る
。

中
世
に
は
例
が
な
く
、
現
代
語
の
「
ま
さ
か
の
Ｎ
」
と
い
う
形
と
同
様
な

も
の
が
現
れ
た
の
は
近
世
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

（
一
一
）
ま
さ
か
の
役
に
た
た
ず

『
浮
世
草
子
・
忠
孝
永
代
記
』（
日
国
・
一
七
〇
四
年
頃
）
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ま
た
、
現
代
語
で
の
主
な
用
法
で
あ
る
副
詞
的
用
法
は
中
世
以
前
の
資
料

か
ら
は
一
件
も
見
当
た
ら
ず
、
近
世
に
な
っ
て
か
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
日
国
』
の
「
ま
さ
か
」
の
項
目
に
も
「
中
世
の
文
献

に
は
用
例
を
見
ず
、副
詞
用
法
の
確
例
は
近
世
に
入
っ
て
か
ら
認
め
ら
れ
る
」

と
い
う
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

（
一
二
）
是
で
な
げ
れ
ば
ま
さ
か
人
は
斬
れ
ぬ

『
歌
舞
伎
・
幼
稚
子
敵
討
』
二
（
大
系
・
一
七
五
三
年
頃
）

「
ま
さ
か
」
は
名
詞
と
し
て
古
代
か
ら
現
れ
は
じ
め
、
時
代
の
流
れ
と
と

も
に
そ
の
姿
が
見
え
な
く
な
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
再
び
現
れ
た
時
に
は

意
味
用
法
面
に
変
化
が
あ
っ
た
。

こ
こ
ま
で
お
お
ま
か
に
「
ま
さ
か
」
の
初
出
及
び
流
れ
を
み
て
き
た
が
、

次
節
で
は
「
ま
さ
か
」
の
歴
史
的
変
化
過
程
を
具
体
的
に
述
べ
る
こ
と
に
す

る
。

三
「
ま
さ
か
」
の
歴
史
的
変
化
過
程

前
述
し
た
よ
う
に
、「
ま
さ
か
」
の
初
出
は
中
古
で
あ
り
、
名
詞
的
な
も

の
で
あ
っ
た
。
近
世
に
は
多
様
な
形
態
と
と
も
に
新
用
法
が
見
え
る
。
名
詞

的
な
も
の
と
し
て
の
「
ま
さ
か
の
＋
Ｎ
」
形
や
、「
ま
さ
か
＋
に
」「
ま
さ
か

φ
」
と
い
っ
た
副
詞
的
な
も
の
が
初
め
て
見
え
る
。
近
代
に
入
っ
て
か
ら
は

「
ま
さ
か
φ
」
の
用
例
数
が
飛
躍
的
に
増
加
し
、
現
代
に
ま
で
使
わ
れ
続
け

て
（
１
）

い
る
。

以
上
、
本
節
で
は
近
世
・
近
代
を
中
心
に
歴
史
的
変
遷
を
考
察
す
る
。

研
究
資
料
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩
波
書
店
）、『
新
編
日
本
古
典

文
学
全
集
』（
小
学
館
）、「
歴
史
コ
ー
パ
ス
」（
国
立
国
語
研
究
所
）
の
ほ
か
、

コ
ー
パ
ス
類
・
辞
典
類
・
索
引
類
を
用
い
る
。
考
察
す
る
際
、
抽
出
さ
れ
る

範
囲
の
「
ま
さ
か
」
の
み
を
対
象
に
す
る
。（
詳
細
な
資
料
は
稿
末
【
参
考

文
献
】
を
参
照
さ
れ
た
い
）

三
・
一

近
世
期

本
稿
の
研
究
対
象
と
な
る
近
世
の
資
料
を
調
査
し
た
結
果
、「
ま
さ
か
」

の
用
例
数
は
少
数
で
あ
る
が
、
劇
文
学
に
偏
っ
て
み
ら
れ
る
。
八
世
紀
、
初

期
の
「
ま
さ
か
」
が
特
定
の
作
品
に
し
か
現
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
み
る

と
、
近
世
の
「
ま
さ
か
」
は
使
わ
れ
る
範
囲
が
広
く
な
っ
た
。

形
態
面
に
お
い
て
は
「
ま
さ
か
の
＋
Ｎ
（=

名
詞
）」
形
（
一
三
例
）、

「
ま
さ
か
に
」
形
（
二
例
）、「
ま
さ
か
φ
」
形
（
七
例
）
に
分
け
ら
れ
る
。

こ
の
三
つ
の
形
態
は
『
江
戸
語
大
辞
典
』（
二
〇
〇
三：

九
三
二
）
に
も
同

じ
く
捉
え
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
み
て
い
く
。

三
・
一
・
一

「
ま
さ
か
＋
Ｎ
（=

名
詞
）」
形

ま
ず
「
ま
さ
か
の
＋
Ｎ
」
形
か
ら
み
て
み
る
。

「
ま
さ
か
の
＋
Ｎ
」
形
の
全
例
の
中
、
特
に
修
飾
に
係
っ
て
い
る
名
詞
は

二
例
（「
ま
さ
か
の
用
心
」「
ま
さ
か
の
役
」）
を
除
き
、す
べ
て
時
（
と
き
）」

で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
み
る
と
、「
ま
さ
か
の
時
（
と
き
）」
は
ひ
と
ま

と
ま
り
の
連
語
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
名
詞
と
の
修
飾

関
係
を
も
ち
つ
つ
、
中
古
に
み
え
た
「
今
の
時
・
現
在
」
と
い
う
よ
う
な
意

か
ら
「（
予
想
さ
れ
る
）
時
・
時
期
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
が
加
わ
っ
た
。

さ
ら
に
「
ま
さ
か
の
時
」
が
置
か
れ
る
文
脈
を
み
る
と
「（
予
想
さ
れ
る
）
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時
・
時
期
」
は
「
現
在
、
あ
る
い
は
予
期
し
な
い
危
急
の
事
態
に
直
面
す
る
」

と
い
う
、
マ
イ
ナ
ス
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
暗
示
さ
れ
る
。
次
の
ペ
ー
ジ
に
あ
げ

る
（
一
三
）（
一
四
）
は
（
一
五
）
の
『
日
国
』
の
初
出
例
よ
り
少
し
早
い

も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
ま
さ
か
の
時
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。（
一
三
）

の
「
時
」
は
「
心
に
見
ど
こ
ろ
の
あ
る
、
そ
の
時
」
を
表
す
。（
一
四
）
の

「
時
」
は
「
鳥
に
あ
た
ら
な
い
か
ら
に
は
、
今
、
何
か
に
か
あ
た
っ
て
み
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
ふ
う
に
、「
今
の
時
」
を
表
す
。

（
一
三
）
心
に
見
所
が
有
ば
、
ま
さ
か
の
時
一
方
を
打
破
ら
せ
、
敵
は
ぬ

詮
に
は
身
が
馬
の
先
に
立
て
打
死
さ
せ
、
あ
っ
ぱ
れ
な
侍
や
と
、
人

に
も
讚
め
さ
せ
、
恩
を
報
じ
さ
せ
ふ
と
思
ひ
し
に
、
盗
み
を
か
は
い

て
、
侍
た
る
身
が
町
人
に
か
や
う
に
打
擲
に
合
（
あ
ひ
）、
一
分
を

棄
て
さ
し
た
は
、
扨
も
結
構
な
恩
の
送
り
や
う
か
な
。

『
傾
城
壬
生
大
念
仏
』（
大
系
・
一
七
〇
二
年
頃
）

（
一
四
）
腰
ぬ
け
め
と
し
か
り
給
へ
ハ
、
珍
斎
、
い
き
の
し
た
よ
り
、
ま
つ

た
く
鉄
砲
に
て
ハ
御
座
な
く
候
。
あ
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
成
（
な
る
）

鳥
に
あ
た
ら
ぬ
か
ら
ハ
、
ま
さ
か
の
時
、
何
か
に
あ
た
り
ま
せ
ふ

と
ぞ
ん
じ
ま
し
て
、お
せ
う
し
さ
に
目
が
ま
ひ
ま
し
た
と
申
あ
げ
た
。

『
軽
口
御
前
男
』（
大
系
・
一
七
〇
三
年
頃
）

（
一
五＝

（
一
一
））
ま
さ
か
の
役
に
た
た
ず

『
浮
世
草
子
・
忠
孝
永
代
記
』（
日
国
・
一
七
〇
四
年
頃
）

こ
れ
と
関
連
し
て
、「
ま
さ
か
の
時
」
が
置
か
れ
て
い
る
文
の
文
末
タ
イ

プ
を
み
て
み
る
。（
一
六
）（
一
七
）
の
よ
う
な
①
「
断
定
文
」（
五
例
）、（
一

八
）（
一
九
）
の
よ
う
な
②
「
否
定
文
」（
六
例
）、（
二
〇
）
の
よ
う
な
③

「
推
量
文
」（
二
例
）
に
分
け
ら
れ
る
。

①
「
断
定
文
」（
中
止
節
を
含
む
）

（
一
六
（=

一
三
））
心
に
見
所
が
有
ば
、ま
さ
か
の
時
一
方
を
打
破
ら
せ
、

敵
は
ぬ
詮
に
は
身
が
馬
の
先
に
立
て
打
死
さ
せ
、
あ
っ
ぱ
れ
な
侍
や

と
、
人
に
も
讚
め
さ
せ
、
恩
を
報
じ
さ
せ
ふ
と
思
ひ
し
に
、
盗
み
を

か
は
い
て
、
侍
た
る
身
が
町
人
に
か
や
う
に
打
擲
に
合
（
あ
ひ
）、

一
分
を
棄
て
さ
し
た
は
、
扨
も
結
構
な
恩
の
送
り
や
う
か
な
。

『
傾
城
壬
生
大
念
仏
』（
大
系
・
一
七
〇
二
年
頃
）

（
一
七
）
詞
「
イ
ヤ
三
浦
は
人
に
勝
れ
て
。
孝
行
深
き
者
な
れ
ば
。
母
が
傍

に
付
そ
は
ゞ
。
ま
さ
か
の
時
に
親
に
引
さ
れ
。
未
練
の
心
付
時
は
。

却
て
我
子
が
弓
矢
の
名
折
と
。」

『
鎌
倉
三
代
記
』（
大
系
・
一
七
七
〇
年
頃
）

②
「
否
定
文
」（「
な
い
」「
ず
」
等
）

（
一
八
）
詞
「
武
士
は
打
囃
し
せ
ね
ば
叶
は
ぬ
と
心
得
。
武
具
馬
具
も
代
な

し
。
小
皷
に
金
銀
を
ち
り
ば
め
て
も
。
其
皷
が
ま
さ
か
の
時
お
馬

の
先
（
キ
）
の
御
用
に
立
ず
。
遊
藝
に
身
を
投
打
（
ツ
）
は
町
人
の

業
…
（
省
略
）」

『
夏
祭
浪
花
鑑
』（
大
系
・
一
七
四
五
年
頃
）

（
一
九
）
某
兼
て
當
主
因
幡
之
助
殿
を
無
者
と
な
し
、
大
江
家
を
押
領
な
さ

ん
我
大
望
。
家
中
の
諸
武
士
も
大
半
味
方
に
附
く
と
い
へ
ど
も
、

ま
さ
か
の
時
片
腕
と
成
る
べ
き
者
壹
人
も
無
し
。
汝
が
手
練
、
大

丈
夫
な
る
魂
を
見
極
し
故
、
大
江
殿
へ
推
擧
な
せ
し
は
味
方
に
招
か

ん
我
が
斗
略
。
『
小
袖
曽
我
薊
色
縫
』（
大
系
・
一
八
五
九
年
頃
）
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③
「
推
量
文
」（「
ま
し
ょ
う
」）

（
二
〇
）
地
「
金
銀
財
寶
は
塵
埃
。父
樣
や
母
樣
の
貧
な
暮
し
を
見
た
時
も
。

能
（
あ
た
）
は
ぬ
金
が
ほ
し
い
と
は
夢
程
も
思
は
ず
し
て
。
今
日
と

い
ふ
今
日
あ
ち
ら
の
身
請
が
う
ら
や
ま
し
く
。
わ
し
ゃ
金
が
ほ
し
う

成
り
ま
し
た
。
仕
合
の
よ
い
人
を
。
妬
は
道
で
「
フ
シ
「
な
け
れ
ど

も
。
ど
ん
な
男
ぞ
顏
見
て
や
と
。
障
子
の
透
よ
り
さ
し
の
ぞ
き
。
ヤ

ア
あ
り
ゃ
わ
し
が
近
附
。
ま
さ
か
の
時
は
心
便
り
に
成
り
ま
し
ょ

と
。
力
を
付
け
て
く
れ
た
人
。」

『
博
多
小
女
郎
波
枕
』（
大
系
・
一
七
一
八
年
頃
）

以
上
、
近
世
に
入
っ
て
「
ま
さ
か
の
＋
Ｎ
」
形
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
特
定

さ
れ
た
名
詞
を
伴
な
っ
て
連
語
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
こ
れ
は
現
代
日
本
語
に
も
引
き
続
き
使
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
近
代
・
現
代
に
か
け
て
「
ま
さ
か
の
時
」
を
含
め
、
修
飾
す
る
名
詞

の
範
囲
が
よ
り
広
く
な
っ
て
（
２
）

い
る
。

（
二
一
）
校
庭
で
は
防
災
訓
練
も
実
施
。
午
後
１
時
に
市
内
で
震
度
６
弱
の

揺
れ
を
観
測
史
た
と
い
う
放
送
が
校
庭
に
流
れ
る
と
、
児
童
や
住
民

が
校
庭
に
避
難
。
馬
場
山
東
自
治
区
会
の
岩
崎
克
幸
さ
ん
（
６９
）
も

地
域
の
住
民
６４
人
を
連
れ
て
避
難
し
た
。「
北
九
州
市
は
地
震
が
少

な
い
け
ど
、
ま
さ
か
の
時
の
た
め
に
備
え
は
し
て
お
か
な
い
と
い

け
な
い
」
と
自
戒
し
て
い
た
。

『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
三
年
三
月
一
二
日

（
二
二
）
台
風
で
関
西
空
港
が
冠
水
し
、
そ
の
２
日
後
に
は
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
で
、
道
内
ほ
ぼ
全
域
が
停
電
に
。
ま
さ
か
の
連
続
だ
っ
た

災
害
か
ら
１
カ
月
。「
想
定
外
」
と
ど
う
向
き
合
う
べ
き
か
、
改
め

て
考
え
た
。

『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
八
年
一
〇
月
四
日

三
・
一
・
二
「
ま
さ
か
に
」
形

次
に
「
ま
さ
か
」
に
助
詞
「
に
」
が
つ
い
た
「
ま
さ
か
に
」
形
を
み
て
み

る
。「
ま
さ
か
に
」
形
は
次
の
二
例
に
留
ま
る
。「
ま
さ
か
の
＋
Ｎ
」
形
よ
り

少
し
遅
れ
て
現
れ
、
先
掲
し
た
（
二
三（=

四
））
の
よ
う
に
断
定
文
、（
二

四
）
の
よ
う
に
否
定
文
に
置
か
れ
て
見
え
る
。

（
二
三（=

四
））
初
瀬
路
「
サ
ア
ず
い
ぶ
ん
む
り
と
は
お
も
ひ
ゝ
せ
ん
が
、

一
ト
え
さ
ん
も
あ
の
よ
ふ
に
い
ゝ
す
か
ら
。」
文
里
「
あ
り
や
ア
三

年
も
こ
ふ
來
た
も
の
だ
か
ら
、
ま
さ
か
に
あ
い
そ
う
ぶ
り
だ
わ
な
。」

よ
し
の
「
な
ん
で
も
わ
た
く
し
ど
も
が
、
一
生
の
た
の
ざ
ん
す
。」

『
傾
城
買
二
筋
道
』（
大
系
・
一
七
九
八
年
頃
）

（
二
三
）
の
「
ま
さ
か
に
」
に
つ
い
て
『
新
全
集
』
に
は
「
当
座
の
」
と

い
っ
た
語
釈
が
あ
り
、「
こ
の
場
も
お
世
辞
に
な
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
ふ

う
に
解
釈
さ
れ
る
。（
二
三
）
の
「
ま
さ
か
に
」
は
ま
だ
名
詞
性
が
残
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
、（
二
四
）
の
「
ま
さ
か
に
」
は
「
よ
も
や
そ
う
も
な
ら
な
い
」

と
い
う
ふ
う
に
解
釈
さ
れ
、「
ま
さ
か
に
」
は
副
詞
的
な
も
の
の
よ
う
に
文

末
の
「
め
へ
」
と
結
び
つ
い
て
「
そ
う
な
る
」
可
能
性
を
否
定
し
て
い
る
。

「
ま
さ
か
に
〜
否
定
表
現
」
と
い
っ
た
呼
応
関
係
が
み
え
る
も
の
は
こ
の
一

例
に
過
ぎ
な
い
が
、「
ま
さ
か
」
の
副
詞
化
の
一
連
の
過
程
の
一
部
分
と
し

て
捉
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
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（
二
四
）
▲「
と
う
が
ら
し
が
隱
居
す
る
と
、
古
イ
せ
り
ふ
も
お
か
し
く
ね

へ
ノ
」
●
「
縄
か
ゝ
る
の
が
否
な
ら
ば
▲
「
黄
色
イ
も
の
を
お
め
へ

の
名
代
、
金
が
な
け
り
や
ア
そ
こ
い
ら
に
●
「
お
か
る
も
ど
き
の
代

も
の
が
▲
「
ほ
ん
に
ナ
ア
、
し
か
し
ま
さ
か
に
そ
う
も
な
る
め
へ

●
「
サ
ア
代
官
所
へ
引
ず
ら
う
か
」
ト
丹
次
郎
が
手
を
と
れ
ば
お
て

う
は
か
な
し
く
わ
け
い
り
て
（
省
略
）

『
春
色
梅
兒
譽
美
』（
大
系
・
一
八
三
二
〜
三
年
頃
）

三
・
一
・
三
「
ま
さ
か
φ
」
形

「
ま
さ
か
φ
」
形
は
一
八
〇
〇
年
代
以
降
の
資
料
か
ら
み
え
始
め
る
。
さ

ら
に
「
ま
さ
か
〜
文
末
表
現
」
と
い
っ
た
関
係
も
も
ち
、
文
末
に
は
主
に
否

定
や
否
定
推
量
表
現
が
来
る
。
つ
ま
り
、
陳
述
性
を
も
つ
副
詞
で
あ
る
。
で

は
、「
ま
さ
か
φ
」
形
を
構
文
別
に
以
下
の
三
つ
に
分
け
て
み
る
。（
例
が
少

な
い
こ
と
か
ら
全
例
を
あ
げ
る
）

Ⅰ
「
仮
定
条
件
、
ま
さ
か
〜
否
定
表
現
」
の
構
文
で
、
前
件
に
仮
定
的
状
況

を
設
定
し
、
後
件
に
は
前
件
の
仮
定
的
状
況
が
起
き
て
も
「
予
想
の
事
態
」

は
起
き
る
可
能
性
は
な
い
と
い
う
意
味
を
表
す
。
左
の
（
二
五
）〜（
二
七
）

が
こ
の
構
文
に
当
て
は
ま
る
。（
二
五
）
は
「
…
と
、
ま
さ
か
〜
ね
へ
」（
二

六
）
は
「
…
ば
、
ま
さ
か
〜
な
ら
な
い
」（
二
七
）
は
「
…
な
ら
。
ま
さ
か

〜
め
へ
」
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
前
件
（
あ
る
い
は
前
文
）
に
仮
定
条

件
節
「
と
・
ば
・
な
ら
」
が
き
て
、
そ
れ
を
後
件
の
「
ま
さ
か
〜
否
定
表
現
」

が
承
け
る
形
式
で
あ
る
。

（
二
五
）
北
八
「
そ
ふ
さ
、
な
る
ほ
ど
着
や
う
と
い
ふ
と
、
ま
さ
か
き
る

も
の
も
ね
へ
も
ん
だ
」
卜
む
ち
う
に
な
り
て
は
な
し
ゆ
く
あ
と
か
ら

わ
う
ら
い
の
も
の
「
き
る
も
ん
が
な
か
ア
、
や
つ
ぱ
り
そ
の
う
し
ろ

に
お
つ
き
な
紋
所
の
あ
る
、
幟
の
染
か
へ
し
を
き
て
ゐ

さ
ん
す
が
ゑ
い
わ
い
の
ハ
、
、
、
、
。」

『
東
海
途
中
膝
栗
毛
』（
新
全
集
・
一
八
〇
二
〜
一
四
年
頃
）

（
二
六
）
そ
れ
だ
か
ら
作
者
も
心
付
ず
前
編
に
書
お
と
し
て
置
た
も
大
し
く

ぢ
り
だ
。
紀
念
と
お
も
へ
ば
ま
さ
か
枕
紙
に
も
な
ら
ね
へ
訳
で
今

も
つ
て
か
う
し
て
持
て
居
や
す
と
は
な
紙
ふ
く
ろ
（
省
略
）

『
花
街
寿
々
女
』（
洒
落
本
大
成
・
一
八
二
六
年
頃
）

（
二
七
）
幸
「
お
目
に
懸
り
て
へ
と
い
ふ
事
な
ら
。
ま
さ
か
寐
ら
れ
も
し

め
へ
。
蒲
焼
を
貰
つ
た
ふ
運
だ
。
待
て
居
る
か
ら
そ
ふ
い
つ
て
（
省

略
）」

『
同
右
』

Ⅱ
「
…
ど
（
も
）、
ま
さ
か
〜
否
定
表
現
」
の
構
文
で
、
後
件
に
は
前
件
の

状
況
が
起
き
て
も
（
予
想
し
て
い
る
状
況＝

）
前
件
に
反
す
る
結
果
が
現
れ

る
。（
二
八
）
は
「
…
ど
も
、
ま
さ
か
〜
ず
」、（
二
九
）
は
「
…
れ
ど
。
ま

さ
か
〜
ず
」
で
あ
る
。

（
二
八
）
そ
は
〳
〵
し
な
が
ら
出
て
行
か
や
う
な
る
お
ゐ
ら
ん
は
と
り
と
め

た
き
や
く
じ
ん
も
た
く
さ
ん
な
く
う
は
き
ら
し
く
見
ゆ
れ
ど
も
ま

さ
か
か
け
な
が
し
の
い
ろ
事
も
で
き
ず
見
か
け
と
は
ち
が
ひ
て
と

ん
だ
き
せ
う
も
の
な
れ
ば
や
り
手
も
と
り
あ
つ
か
い
の
（
省
略
）

『
花
街
寿
々
女
』（
洒
落
本
大
成
・
一
八
二
六
年
頃
）

（
二
九
）
あ
ん
ま
り
口
奇
麗
な
事
も
い
は
れ
ね
訳
を
知
つ
て
は
居
れ
ど
。

ま
さ
か
親
の
讒
そ
う
も
い
わ
れ
ず
。
あ
の
手
代
の
算
六
め
が
折
〻
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形
態
別
の
初
出
時
期

ま
さ
か
の

ま
さ
か
に

ま
さ
か

一
七
〇
〇
〜
五
〇

★

（
一
七
〇
二
年
頃
）

一
七
五
〇
〜
一
八
〇
〇

★

（
一
七
九
八
年
頃
）

一
八
〇
〇
年
以
降

★

（
一
八
〇
二
年
頃
）

真
実
ら
し
い
こ
は
異
見
も
（
省
略
）

『
同
右
』

Ⅲ
「
ま
さ
か
〜
て（
で
）も
、
否
定
推
量
表
現
」
の
構
文
で
あ
り
、
Ⅰ
・
Ⅱ
と

違
っ
て
、
こ
の
構
文
は
「
ま
さ
か
〜
仮
定
の
逆
接
『
て
も
』」
が
結
び
つ
き

つ
つ
、
そ
れ
を
否
定
推
量
が
承
け
て
い
る
。

（
三
〇
）
一
体
茶
屋
へ
の
義
理
で
出
た
事
な
れ
ば
、【
ま
さ
か
捨
て
も
】
を

か
れ
ま
い
、
と
来
て
障
子
を
さ
ら
り
と
明
る
。

『
繁
千
話
』（
新
全
集
・
洒
落
本
・
江
戸
後
期
頃
）

（
三
一
）
旦
「
さ
う
し
て
い
く
ら
だ
。」
道
「
さ
し
て
高
金
の
も
の
で
も
ご

ざ
り
ま
せ
ん
が
、
貴
君
の
思
召
を
被
仰
（
お
つ
し
や
つ
）
て
御
覧
ま

し
。
夫
で
ハ
千
疋
ぐ
ら
ゐ
で
ハ
ど
う
だ
ら
う
。」
道
「【
ま
さ
か
夫

で
も
】
い
け
ま
す
ま
い
。」
旦
「
そ
れ
じ
や
ア
も
う
一
両
や
ら
う

か
。」
道
「
ま
だ
い
け
ま
せ
ん
。」
旦
「
夫
じ
や
ア
五
両
な
ら
よ
か
ら

う
。」
道
「
夫
で
も
参
り
ま
せ
ぬ
。」
旦
「
は
て
ナ
。
そ
ん
な
ら
思
ひ

き
つ
て
、
金
一
枚
な
ら
言
ぶ
ん
あ
る
ま
い
。」

『
春
色
三
題
噺
』
初
編
（
大
系
・
一
八
六
六
年
頃
）

こ
れ
ら
の
構
文
は
「
ま
さ
か
＋
Ｎ
」
や
「
ま
さ
か
に
」
形
に
も
似
た
よ
う

な
文
の
構
造
が
あ
る
。
例
え
ば
、
Ⅱ
「
…
ど
（
も
）、
ま
さ
か
〜
否
定
表
現
」

に
対
し
て
、（
一
九
）
は
「
〜
ど
も
、
ま
さ
か
の
時
〜
無
し
」、（
二
四
）
の

場
合
は
「
し
か
し
」
と
い
っ
た
逆
説
の
接
続
詞
を
用
い
、「
し
か
し
、
ま
さ

か
に
〜
な
い
」
と
い
う
構
文
が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
副
詞
「
ま
さ
か
」

が
陳
述
性
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
他
用
法
の
影
響
も
あ
る
程
度
あ
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
る
。

「
ま
さ
か
」
が
副
詞
と
し
て
現
れ
た
、
近
世
期
に
は
「
ま
さ
か
」
と
呼
応

関
係
に
あ
る
文
末
表
現
は
主
と
し
て
否
定
・
否
定
推
量
に
絞
ら
れ
て
い
た
。

以
上
を
踏
ま
え
、
表
一
に
近
世
に
お
け
る
「
ま
さ
か
」
の
形
態
別
の
初
出

時
期
を
示
す
。

表
一

近
世
に
お
け
る
「
ま
さ
か
」
の
形
態
別
の
初
出
時
期

（
★
は
初
出
時
期
を
表
す
）

表
一
か
ら
考
え
る
と
、
三
つ
の
形
態
の
初
出
は
時
間
的
な
差
は
大
き
く
な

い
が
、「
ま
さ
か
の
」
↓
「
ま
さ
か
に
」
↓
「
ま
さ
か
」
と
い
っ
た
順
に
現

れ
た
。
他
の
用
法
よ
り
遅
れ
て
現
れ
た
副
詞
の
「
ま
さ
か
」
は
次
の
表
二
と

合
わ
せ
て
み
て
み
る
と
、
近
世
後
期
か
ら
副
詞
、
特
に
文
末
表
現
と
呼
応
す

る
陳
述
副
詞
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
分
か
る
。

― 126 ―



形
態

ま
さ
か
の

ま
さ
か
に

ま
さ
か

そ
の
他

一
八
九
四
〜
九
五

一

二

一
六

〇

一
九
〇
一
〜
〇
九

九

二
一

三
七

四

一
九
一
七
〜
二
五

二

六

五
九

八

計

一
二

二
九

一
一
二

一
二

三
・
二

近
代
期

前
節
で
み
た
と
お
り
、「
ま
さ
か
」
は
近
世
を
通
し
て
、「
ま
さ
か
の
」「
ま

さ
か
に
」「
ま
さ
か
」
と
い
っ
た
三
つ
の
も
の
が
使
わ
れ
て
い
た
。

さ
て
、近
代
に
入
っ
て
こ
れ
ら
の
形
態
は
ど
の
よ
う
な
様
相
を
み
せ
る
か
、

見
て
い
く
。
ま
ず
、
左
の
表
二
は
雑
誌
『
太
陽
』
や
『
女
学
雑
誌
』
を
対
象

に
し
て
検
索
し
た
結
果
を
形
態
別
・
年
度
別
に
分
け
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。

表
二

近
代
に
お
け
る
形
態
別
・
年
度
別
の
「
ま
さ
か
」
の
使
用
（
３
）

様
相

表
二
か
ら
、「
ま
さ
か
の
」「
ま
さ
か
に
」
は
一
九
〇
〇
年
初
を
境
に
減
少

し
て
い
き
、
現
代
語
に
ま
で
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
わ
（
４
）

か
る
。
そ
の
一

方
「
ま
さ
か
」
は
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
き
、
近
代
か
ら
現
代
に
わ
た
っ
て

副
詞
的
な
性
格
を
強
め
て
い
っ
た
。

●
「
ま
さ
か
の
＋
Ｎ
」
形

名
詞
の
下
に
く
る
も
の
は
「
時
」（
一
〇
例
）、「
場
合
」（
一
例
）、「
用
」

（
一
例
）
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
「
ま
さ
か
の
時
」
は
ひ
と
ま
と
ま
り
の
語

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。

（
三
二
）
天
下
太
平
に
な
れ
て
武
備
す
た
れ
、
武
臣
墮
落
し
て
、
ま
さ
か

の
用
に
立
た
ず
。大

町
桂
月
「
藤
原
時
平
」『
太
陽
』（
一
九
〇
一
年
）

（
三
三
）
其
金
は
安
田
氏
な
く
と
も
何
處
か
に
存
じ
居
れ
ば
、
ま
さ
か
の

時
に
は
や
は
り
國
家
の
用
を
爲
す
こ
と
の
出
來
る
筈
の
も
の
な
り
。

山
路
愛
山
「
澁
澤
男
と
安
田
善
次
郎
氏
」『
太
陽
』（
一
九
〇
九
年
）

●
「
ま
さ
か
に
」
形

近
世
に
引
き
続
き
み
ら
れ
、
文
末
に
否
定
や
否
定
推
量
表
現
が
来
る
。（
三

四
）
は
「
そ
の
標
準
を
示
し
た
と
し
て
も
、
よ
も
や
罪
に
あ
た
ら
な
い
だ
ろ

う
と
思
う
」
と
い
う
、「
罪
に
あ
た
る
」
可
能
性
が
低
い
こ
と
を
表
す
。（
三

五
）
も
同
様
に
「
戦
争
の
場
で
は
逃
げ
て
隠
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

い
っ
た
意
味
で
、「
ま
さ
か
に
〜
ず
」
の
呼
応
関
係
に
よ
り
「
逃
げ
隠
れ
る
」

と
い
う
こ
と
が
否
定
さ
れ
る
。

（
三
四
）
其
の
標
準
を
示
し
て
も
、
ま
さ
か
に
罰
も
當
る
ま
い
と
思
ふ
。

長
谷
川
天
渓
「
文
藝
時
評

主
觀
に
別
る
る
苦
痛
」

『
太
陽
』（
一
九
〇
九
年
）

（
三
五
）
一
旦
戰
場
に
臨
め
ば
、
ま
さ
か
に
逃
げ
隱
れ
も
せ
ず
、

金
城
鉄
壁
生
「
名
士
の
佛
國
觀

佛
國
の
陸
軍
」

『
太
陽
』（
一
九
〇
九
年
）
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文
末
表
現

「
な
い
」
「
ま
い
・
ま
じ
」

「
と
思
わ
な
か
っ
た
」
系

そ
の
他

一
八
九
四
〜
九
五

〇

六

一

六

一
九
〇
一
〜
〇
九

七

二
〇

一

〇

一
九
一
七
〜
二
五

一
三

二
七

二

四

計

二
〇

五
三

四

一
〇

●
「
ま
さ
か
φ
」
形

副
詞
の
「
ま
さ
か
」
は
圧
倒
的
に
多
く
み
ら
れ
る
中
、「
ま
さ
か
〜
文
末

表
現
」
の
呼
応
関
係
を
も
つ
も
の
に
焦
点
を
当
て
て
み
て
み
る
。
左
の
表
三

は
文
末
表
現
の
種
類
に
よ
っ
て
分
け
た
も
の
で
あ
る
。

表
三
「
ま
さ
か
」
と
文
末
（
５
）

表
現

表
三
を
み
る
と
、「
ま
い
・
ま
じ
」
と
い
っ
た
否
定
推
量
表
現
と
の
呼
応

関
係
が
多
く
見
え
る
。
そ
し
て
否
定
表
現
と
の
呼
応
関
係
も
あ
る
程
度
み
ら

れ
、
時
代
と
と
も
に
現
在
の
よ
う
な
陳
述
副
詞
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。
ま
た
、
想
定
外
の
意
が
含
ま
れ
る
「
〜
と
思
わ
な
か
っ
た
」

系
も
、
近
代
初
期
か
ら
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
三
五
）
た
つ
た
一
度
頭
を
下
げ
て
お
け
ば
、
ま
さ
か
頭
痛
も
し
な
か
つ

た
ら
う
に
。

巌
谷
小
波
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
的
滑
稽
（
続
）」『
太
陽
』（
一
八
九
五
年
）

（
三
六
）
そ
れ
で
も
鐵
伯
父
さ
ん
が
居
り
や
、
ま
さ
か
そ
ん
な
こ
と
を
し

な
い
け
ど
、

田
山
花
袋
「
手
紙
」『
太
陽
』（
一
九
〇
九
年
）

（
三
七
）
僕
が
い
い
加
減
の
こ
と
を
言
つ
て
ゐ
る
と
は
ま
さ
か
思
は
な
い

で
せ
う
？
八
時
半
で
す
。

田
内
長
太
郎
（
訳
）
／
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ベ
ネ
ッ
ト
作

「
倫
敦
の
火
―『
都
會
の
獲
物
』」『
太
陽
』（
一
九
二
五
年
）

四

ま
と
め

本
稿
で
取
り
上
げ
た
現
代
語
の
「
ま
さ
か
」
は
陳
述
副
詞
の
一
つ
で
あ

り
、「
可
能
性
の
低
い
こ
と
」
を
表
し
、「
ま
さ
か
〜
否
定
・
否
定
推
量
」
と

の
呼
応
関
係
を
も
つ
。
こ
の
よ
う
な
「
ま
さ
か
」
は
い
つ
か
ら
、
ど
の
よ
う

な
過
程
を
経
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
こ
の

結
果
か
ら
、
次
の
よ
う
な
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

《
古
代
〜
中
世
》

『
万
葉
集
』
か
ら
名
詞
性
を
も
つ
「
ま
さ
か
」
が
万
葉
仮
名
表
記
で
初
出

し
た
。
中
世
に
は
な
い
。

《
近
世
》

「
ま
さ
か
の
」「
ま
さ
か
に
」「
ま
さ
か
φ
」
と
い
っ
た
形
態
が
現
れ
る
。

当
初
は
名
詞
的
な
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
近
世
後
期
か
ら
副
詞
的
に
も
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
少
な
か
ら
ず
文
末
表
現
と
の
呼
応
関
係
も
み
せ
る
。
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《
近
代
》

最
も
盛
ん
に
な
っ
た
時
期
で
あ
り
、
近
世
の
「
ま
さ
か
」
に
引
き
続
き

「
ま
さ
か
の
」「
ま
さ
か
に
」「
ま
さ
か
φ
」
の
形
態
が
用
い
ら
れ
る
。
し
か

し
そ
の
中
で
も
副
詞
性
が
強
い
「
ま
さ
か
φ
」
が
最
も
多
く
み
ら
れ
る
。
文

末
と
の
呼
応
関
係
に
お
い
て
も
否
定
・
否
定
推
量
表
現
と
安
定
的
に
呼
応
関

係
を
も
つ
。

以
上
、「
ま
さ
か
」
を
め
ぐ
っ
て
歴
史
的
に
考
察
し
て
み
た
。
し
か
し
、

今
回
の
研
究
で
は
研
究
資
料
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
「
ま
さ
か
」
の
流
れ

を
触
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
よ
り
詳
細
な
分
析
・
考
察
は
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。
さ
ら
に
今
後
は
今
回
の
研
究
を
踏
ま
え
、「
ま
さ
か
」
と
類
義
関
係

に
あ
る
「
よ
も
や
」
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
い
。

注

（
１
）
表
二
を
参
照
。

（
２
）
「『
朝
日
新
聞
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
用
い
て
、
二
〇
一
八
年
一
月
上

旬
か
ら
一
〇
ヵ
月
分
を
対
象
に
「
ま
さ
か
の
」
を
検
索
し
た
結
果
、
全
六

二
件
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
「
ま
さ
か
の
時
」
は
一
件
し
か
見
当
た
ら
な

か
っ
た
。

（
３
）
表
二
の
「
そ
の
他
」
に
は
「
ま
さ
かφ

」
形
で
あ
る
が
、
感
動
詞
的

な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
用
法
は
今
回
の
研
究
対
象
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

か
ら
、
取
り
除
く
こ
と
に
す
る
。

（
４
）
「『
朝
日
新
聞
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
用
い
て
、
二
〇
一
八
年
一
月
上

旬
か
ら
一
〇
ヵ
月
分
を
対
象
に
「
ま
さ
か
の
」
を
検
索
し
た
結
果
、
全
六

二
件
の
う
ち
「
ま
さ
か
に
」
は
一
件
し
か
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。（「
ま
さ

か
に
備
え
」（
二
〇
一
八
年
九
月
二
八
日
）

（
５
）
表
三
の
「
そ
の
他
」
に
は
意
志
等
を
表
す
「
へ
き
・
べ
し
」
と
い
っ
た

文
末
表
現
や
、「
ま
さ
か
」
で
文
が
終
わ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

【
参
考
文
献
】

﹇
テ
キ
ス
ト
類
・
コ
ー
パ
ス
類
﹈（
詳
細
な
作
品
名
は
省
略
す
る
）

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
館

『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
岩
波
書
店

「『
朝
日
新
聞
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
朝
日
新
聞
社

「『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
小
学
館

「『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
国
立
国
語
研
究
所

「
歴
史
コ
ー
パ
ス
」
国
立
国
語
研
究
所

「CD
-RO
M

版

太
陽
コ
ー
パ
ス

雑
誌
『
太
陽
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
国
立

国
語
研
究
所

「CD
-RO
M

版

太
陽
コ
ー
パ
ス

雑
誌
『
女
学
雑
誌
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

国
立
国
語
研
究
所

（
い

じ
う
ん

ソ
ウ
ル
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
）
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